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２００８年（平成２０年）８月７日 (木) 晴 第２１５２回（ 当年度第６回 ）例会
 
点 鐘               会  長  鈴木 健治君 
司 会                ＳＡＡ   澤田 昌久君 
国 歌                        「君が代」  
ロータリーソング               「奉仕の理想」 
ゲスト及びビジター紹介 
江南警察署刑事課長代理       岡安 繁様 
江南ロータアクト会長         鈴木 祥之君 
米山奨学生            リトル・アーロン君 

    
会長挨拶              会 長  鈴木 健治君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「ドーピング」 
北京オリンピック組織委員会は、北京オリンピックの開
催期間中、すべての競技で５位以内に入った選手に対
してドーピング検査を実施することを発表しました。こ
れまでのオリンピック史上、最も厳しい検査になるとい
います。人は闘いの時に体力を維持したり勇気を鼓舞
するために、さまざまな工夫や努力をしてきました。ス
ポーツ競技では、近代の 19 世紀後半になると、ヘロイ
ン、コカイン、カフェインなどの薬物が、しだいに勝つた
めの手段としてスポーツ界の競技者にも広まってきま
した。かつて、１９８８年のソウルオリンピック１００ｍで、
カナダのベン・ジョンソンが、世界記録でテープを切っ
て、アメリカのカール・ルイスを押さえて金メダルを取り
ましたが、ドーピングに引っかかり、メダル剥奪、陸上
界から消えていったことがあります。2004 年アテネオリ
ンピックでは、銀メダルとばかり思っていたハンマー投
げ室伏広治選手が、金メダルを獲得しました。それは 

 
金メダルだったハンガリー選手が、ドーピングで引っか
かり金メダル剥奪となったためでした。 ドーピング不正
のやり方は、年々巧妙になりつつあるようです。最近で
は尿道から、カテーテルを使って他人の尿を注入する
といいます。そこまでしてまで金メダルを取りたいのか、
と思いますが、競技に何年も努力した者にとって、最後
は、どんなことをしてでも勝ちたいと思うようです。ドー
ピングはフェアープレイの精神に反するばかりでなく選
手の体を蝕む危険な行為であり、反社会的行為である
ことを十分に認識し、スポーツマンであることに誇りと
自覚を持つことが何よりも肝心だと思います。 
 
江南ローターアクト会長挨拶        鈴木 祥之君 
 
皆様こんにちは、
今期江南ＲＡＣ会長
を務めさせていただき
ます、鈴木祥之です。 
 本来ならば、江南
ＲＣの第１例会に出
席し、挨拶させてい
ただくべきところでし
たが、仕事ため出席
できず申し訳ござい
ませんでした。 
 さて、今年度の活動テーマを「挑戦 ～just do it ～」
とさせていただきました。このテーマを選んだ理由は、
クラブ計画書にも書かせていただきましたが、次のサ
ーカスでの象の話を読んだからです。 
 「サーカスの子象は小さい頃から同じロープで繋がれ
ています。子象は自由になろうともがきますが、子供の
力では外せません。やがて子象は成長しロープを外せ
る程の力を付けますが、調教師はロープを替えるよう
な事はしません。それは、象は子供の頃にロープを外
せなかったため、もう自分にはこのロープを外す事はで
きないと思いこんで諦めているからです」 
 この象と同じように、できないという単なる思い込みで
新しい挑戦を避けていたのではないでしょうか。今年度
は江南ＲＡＣのメンバーには「自分にはできない」という
思い込みを捨て、いろいろなことに挑戦し、今までと違




